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 第 1章「畿内・近国の旗本知行所と在地代官」では、まず畿内・近国で 18世紀後半から庄屋から取り
立てられる在地代官が一般化していく事実を確認し、その要因を解明する。代官の任務＝機能として「収
納方」（年貢徴収事務）、「郷中政道」（領内の「公事願事」の処理）、「公用勤向」（大坂町奉行所など幕府























































 なお、補論 1・2として「畿内・近国支配論」をめぐる研究動向を検討した書評、補論 3として著者の
研究の出発点となった豊後岡藩の下級家臣団の構造分析を行った論文を収める。 
以上の検討をふまえて、終章では、「在地代官論」、「旗本知行の特質」、「畿内・近国支配論」などの論
点に即して、研究史を総括し、今後の展望を述べている。 
 本論文は日本近世史の研究史上において、次のような意義を指摘できる。 
１）これまでまったく未解明だった旗本知行所の在地代官の実態を解明したものとして画期的成果と言え
る。旗本の家に残された史料が全くない中で、各地の地方文書を博捜する中で旗本知行研究を行ったこ
とは分析方法上も大きな意味を持つ。 
２）在地代官の一般化を旗本知行所の支配構造の変容と関連させて捉えることで、これまで未解明だった
旗本の地方知行の内実を明らかにすることに成功しており、近世の領主支配の特質論にも及ぶ射程を持
っている。 
３）在地代官を「家」のあり方と地域社会のなかで捉える視角をとったことで、その多様な存在形態を類
型化して把握することに成功した。これは領主支配のあり方が地域に与える影響の側面と、地域社会の
あり方が領主支配を制約する側面を統一して理解することを意味しており、極めて重要な成果である。 
４）下坂部村の沢田家に即して、在地代官となって当主が武士化しても、彼ら（とその家）は村の秩序の
中に包摂されていることを解明した点は、近世社会における武士身分を「村」の視点から相対化する視
野を切り拓いたものとしてとりわけ注目される。 
 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
 
 
 
 
